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2015-11-30 (東京ウィメンズプラザ)    シンポジウム 

⾼校保健・副教材にみる専⾨家の倫理と責任―データ改ざんと出産誘導 

改ざんグラフを持ち込んだ 

吉村泰典内閣官房参与と 

関連専⾨ 9 団体への質問状 

⽥中 重⼈ (東北⼤学)   http://tsigeto.info/15w 
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研究倫理とは 

●社会からの信頼と負託  

●不正への対応  

●相互批判  

 

(資料 1, 2, 3)  
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⽇本家族計画協会 

『家族と健康』 

2015 年 3 ⽉号 
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何が問題か 

●吉村泰典「⻑年広く使われてきた」

(8/25 毎⽇新聞)  

●⽇本⽣殖医学会 理事⻑コメント (9/7)  
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質問状  

●要望書を出した 9 団体  

●吉村泰典  

●北村邦夫  
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質問状の内容 

●不正に対する意識と制度  

●事実関係  

●⼀連の⽂献について  
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「⻑年使われてきた」? 

 

 
吉村やすのり (2013) 齋藤英和 (2015) 
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類似の事例 
(資料 5) 
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偽装出典 

 

(資料 4) Rosenthal (2002) The fertility sourcebook. P. 5  
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Carcio (1998) 

 
 (資料 6) H. N. Carcio (ed.) (1998)  

Management of the infertile woman. Lippincott.  P. 39 
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⽉あたりの確率に変換 

年齢: 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50+

年間: 86 72 63 52 36 5 0

⽉間: 15 12 8 6 3.6 0.4 0
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副教材改竄グラフとの⼀致 
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倫理違反を放っておくと 

●まちがった知識  

●まちがった意思決定  

●研究対象の⼈権侵害  

●権⼒との結託  

  



 

| 14 

対抗するために 

⽂部科学省 (2015)

『健康な⽣活を送る

ために』 
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Bunting et al. (2013) Human Reproduction. 28(2):385-397 
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だまされない 

●データが隠蔽されていないか 

●研究過程の具体的想像 

 

 →契約をまもらない相⼿への対処 


